
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
ＡＢＯ３ 　 で表されるペロブスカイト型構造セラミック粒子を含むセラミック粉末におい
て、前記ペロブスカイト型構造セラミック粒子の表面と粒子中心部とで前記ＡＢＯ３ 　 の
Ａ元素とＢ元素の密度の比が異なり、表面が内部に比べてＡ元素の密度が小さいことを特
徴とするセラミック粉末。
【請求項２】
ペロブスカイト型構造セラミック粒子の表面のＡ元素とＢ元素の密度の比は、少なくとも
粒径の５％までの深さにおいて、中心部より５／１０００以上小さいことを特徴とする請
求項１に記載のセラミック粉末。
【請求項３】
ペロブスカイト型構造セラミック粒子の表面は、粒子の中心に比べてＡ元素が疎らであっ
て、これにより表面に凹凸を有することを特徴とする請求項１または２に記載のセラミッ
ク粉末。
【請求項４】
前記請求項１～３の何れかのペロブスカイト型構造セラミック粒子を含むセラミック粉末
を製造する方法であって、前記ペロブスカイト型構造セラミック粒子の表面を化学的にエ
ッチングして同粒子表面の前記ＡＢＯ３ 　 のＡ元素を除去することを特徴とするセラミッ
ク粉末の製造方法。
【請求項５】
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前記請求項１～３の何れかのペロブスカイト型構造セラミック粒子を含むセラミック粉末
を製造する方法であって、 ペロブスカイト型構造セラミック粒子の表面を機械的に
摩擦し、その表面の前記ＡＢＯ３ 　のＡ元素を除去することを特徴とするセラミック粉末
の製造方法。
【請求項６】
化学的エッチングまた機械的な摩擦の前後におけるペロブスカイト型構造セラミック粒子
の比表面積の変化率が１．５～３．０倍であることを特徴とする請求項４または５に記載
のセラミック粉末の製造方法。
【請求項７】
前記請求項１～３の何れかのペロブスカイト型構造セラミック粒子を含むセラミック粉末
に添加剤を分散させたセラミック粉末を製造する方法であって、表面のＡ元素が希薄な前
記ペロブスカイト型構造セラミック粒子を分散媒に分散してセラミックスラリとすると共
に、セラミックスラリ中に添加物を添加し、この添加物成分を前記ペロブスカイト型構造
セラミック粒子の表面にコーティングし、その後セラミックスラリを乾燥し、セラミック
粒子を析出させることを特徴とするセラミック粉末の製造方法。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、ＡＢＯ３ 　 で表されるペロブスカイト型構造セラミック粒子を含むセラミック
粉末とその製造方法に関し、特にセラミック主原料成分としてＡＢＯ３ 　 で表されるペロ
ブスカイト型構造セラミック粒子、このセラミック粒子の製造方法及び同ペロブスカイト
型構造セラミック粒子の表面に添加物成分をコーティングしたセラミック粉末の製造方法
に関する。
【０００２】
【従来の技術】
例えば、積層セラミックコンデンサなどに使用されるＢａＴｉＯ３ 　 等のベロブスカイト
型構造セラミックを主成分とする誘電体磁器は、ＢａＴｉＯ３ 　 にＭｇ、Ｍｎ、Ｃａ、Ｓ
ｒ等を添加し、その特性の改善を図っている。
より具体的には、セラミック原料粉末にセラミック添加物を添加する目的は大きく分けて
二つある。一つは温度特性の改善で、このような目的で添加される添加剤としては、母材
となる誘電体のキュリー点を変化させるシフタやキュリー点付近の誘電率を抑制するデフ
°レッサ等として作用する金属化合物をあげることができる。このような添加物はセラミ
ックの電気的特性を著しく変化させるものとなる。もう一つは、複合粉末の低温での焼結
性を向上させることで、このような目的で添加される添加剤としては、シリカ等の低融点
化合物をあげることができる。
【０００３】
近年、積層セラミックコンデンサ等のセラミクス電子部品は小型化、高性能化が著しい。
例えば、積層セラミックコンデンサの場合、小形化と大容量化が著しい。これに伴い、積
層セラミックコンデンサの素地を形成する誘電体層の厚みが著しく薄くなってきている。
このような状況下において、誘電体層の中の添加物成分の分散が不均一であると、誘電体
層の電気的特性が局部的に異なって不均一化し、積層セラミックコンデンサの温度特性、
品質、信頼性を著しく低下させる。このため、積層セラミックコンデンサの特性、品質、
信頼性を保持するためには、誘電体層の中の添加物成分の均一な分散が不可欠である。
【０００４】
従来、このような誘電体磁器を製造するためには、主原料成分粉末と添加成分粉末とを湿
式混合にすることによって、前記主原料成分粉末に対し、添加物成分粉末を分散していた
。この方法は主原料成分粉末と添加物成分粉末とを、酸化物や炭酸化物の原料粉末として
分散媒に添加し、これを粉砕メディアと共に湿式混合するものである。
【０００５】
しかしこの方法では機械的な分散のため分散装置及びメディア径によって自ずと分散限界

10

20

30

40

50

(2) JP 3550498 B2 2004.8.4

水中で



が決まり、ミクロンレベルでの均一な混合は不可能であった。
分散状態が不均一になると、個々の主原料成分粒子に対する添加物成分のドーピング効果
に差が生じ、焼結体としたときの不均一性が高まり、電気特性、信頼性、機械的強度の低
下をもたらす。
そこでさらなる高分散化のため、添加物を溶媒に可溶な形で添加し、主原料表面で析出さ
せるコーティング法が検討されてきた。例えば主原料成分粉末に加水分解可能な金属有機
化合物を添加し、有機溶媒中でコーティングを行う方法が特開平 －８７０３９号公報に
開示されている。
【０００６】
【発明が解決しようとしている課題】
しかし、混合、分散中のセラミックスラリのｐＨ調整にアンモニア等を用いる場合、分散
後の加熱乾燥時にアンモニアが蒸発し、セラミックスラリのｐＨが低下し、化学吸着のみ
によりコーティングされた添加物が再溶解して、添加物の分散性が悪化することがあった
。またコーティングを行った後に分散を行うと、コーティング層の剥離強度が弱いためコ
ーティング層が容易に欠落し分散を悪化させるという課題があつた。
【０００７】
そこで、本発明は前記従来のセラミック原料粉末の製造方法の課題に鑑み、セラミックス
ラリ乾燥時におけるｐＨの低下を有効に抑え、セラミック原料粉末におけるセラミック主
成分原料粉末に対する添加剤の分散の偏析を防止し、添加剤が均一に分散したセラミック
原料粉末を得ることができるセラミック粉末とその製造方法を提供することを目的とする
。
【０００８】
【課題を解決するための手段】
前記の目的を達成するため、本発明では、ＡＢＯ３ 　 で表されるペロブスカイト型構造セ
ラミック粒子の表面に均一に添加剤成分を被覆するため、ペロブスカイト型構造セラミッ
ク粒子の表面と粒子内部とで前記Ａ元素とＢ元素の密度の比（以下「Ａ／Ｂ比」という。
）が異なり、粒子表面が粒子内部に比べてＡ元素の密度が小さいこと、すなわちＡサイト
プアになるようなペロブスカイト型構造セラミック粒子の構造とし、これをセラミック主
原料粉末として使用するものである。
【０００９】
すなわち、本発明によるセラミック粉末は、ＡＢＯ３ 　 で表されるペロブスカイト型構造
セラミック粒子を含むセラミック粉末において、前記ペロブスカイト型構造セラミック粒
子の表面と粒子中心部とで前記ＡＢＯ３ 　 のＡ元素とＢ元素の密度の比が異なり、表面が
内部に比べてＡ元素の密度が小さいことを特徴とするものである。
ペロブスカイト型構造のセラミック粒子の表面のＡ元素とＢ元素の密度の比は、少なくと
も粒径の５％までの深さにおいて、中心部より５／１０００以上小さいことが好ましい。
このようなペロブスカイト型構造のセラミック粒子の表面は、粒子の中心に比べてＡ元素
が疎らであって、これにより表面に凹凸を有する。
【００１０】
このようなセラミック粉末では、その主原料成分であるペロブスカイト粒子の表面が活性
化され、凸凹による表面積が増大し、添加物成分の物理的吸着が促進される。このため、
コーティング後の機械的剥離強度を増大させることが出来る。またこのようなペロブスカ
イト型構造セラミック粒子では、その表面におけるＡ元素の密度が小さく、希薄であるた
め、添加物成分の化学的な吸着が促進され、また表面状態が凸凹になることによつて物理
的な吸着がより良好となる。これによって、より強固な添加物成分のコーティングが可能
となり、コーティング層の剥離強度が向上し、乾燥工程等での添加物成分の分散悪化を防
ぐことが出来、分散性が改善される。
【００１１】
このようなペロブスカイト型構造セラミック粒子を含むセラミック粉末を製造する本発明
による製造方法は、ペロブスカイト型構造セラミック粒子の表面を化学的にエッチングし
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て同粒子表面の前記ＡＢＯ３ 　のＡ元素を除去することを特徴とするものである。また、
他の製造方法は、 ペロブスカイト型構造セラミック粒子の表面を機械的に摩擦し、
その表面の前記ＡＢＯ３ 　のＡ元素を除去することを特徴とするものである。
【００１２】
このようなセラミック粉末の製造方法において、化学的エッチングまた機械的な摩擦の前
後におけるペロブスカイト型構造セラミック粒子の比表面積の変化率が１．５～３．０倍
であることが好ましい。
さらに、ペロブスカイト型構造セラミック粒子を含むセラミック粉末に添加剤を分散させ
たセラミック粉末は、表面のＡ元素が希薄な前記ペロブスカイト型構造セラミック粒子を
分散媒に分散してセラミックスラリとすると共に、セラミックスラリ中に添加物を添加し
、この添加物成分を前記ペロブスカイト型構造セラミック粒子の表面にコーティングし、
その後セラミックスラリを乾燥し、セラミック粒子を析出させることにより得られる。
【００１３】
【発明の実施の形態】
次に、図面を参照しながら、本発明の実施の形態について、具体的且つ詳細に説明する。
既に述べた通り、本発明によるセラミック粉末に含まれる主原料成分粉末は、例えば、Ｂ
ａＴｉＯ３ 　 、ＰｂＴｉＯ３ 　 、ＰｂＺｒＯ３ 　 、ＹＦｅＯ３ 　 のように、ＡＢＯ３ 　 で
表されるペロブスカイト型構造セラミック粒子の表面に均一に添加剤を成分を被覆し、分
散させるため、主原料成分粉末であるペロブスカイト型構造セラミック粒子の表面と同粒
子内部との前記Ａ元素とＢ元素の濃度を比較した場合、粒子表面が粒子内部よりＡ元素の
濃度が希薄であること、すなわちＡサイトプアになるようなペロブスカイト型構造セラミ
ック粒子を使用する。
【００１４】
このようなペロブスカイト粒子を作製するために、一つには主原料表面を硝酸等でエッチ
ングすることによつて化学的な表面改質を行う。これにより主原料表面に微細な凹凸をつ
けることが出来、主原料表面を活性化させるため、添加物成分を前記ペロブスカイト型構
造セラミック粒子の表面にコ－テイングする際、化学的な吸着だけではなく、物理的な吸
着を促進し、コーティング後の機械的剥離強度を向上させることが出来る。
【００１５】
また通常Ａ元素は、水に溶けやすい性質があるため、エッチングによつて粒子表面からＡ
元素が溶出し、ペロブスカイト粒子の表面におけるＡ元素の濃度が希薄な状態となり、化
学的な吸着が促進されるため、コーティングの強度が向上する。
また前記のように、粒子の表面におけるＡ元素の濃度が希薄なペロブスカイト粒子を作製
する他の手段としては、コーティング前の主原料であるペロブスカイト粒子を、予め機械
的に粉砕することにより、物理的な表面改質を行うことである。つまりセラミック主原料
成分である前記ペロブスカイト粒子の新生面を増大させ、表面を凸凹にする。
【００１６】
これにより主原料成分であるペロブスカイト粒子の表面が活性化され、物理的吸着が促進
される。このため、コーティング後の機械的剥離強度を増大させることが出来る。また機
械的粉砕により、ペロブスカイト粒子の表面からＡ元素が溶出し、ペロブスカイト粒子の
表面において、Ａ元素が希薄な状態となり、化学吸着が促進される。このため、コーティ
ングの強度が向上する。
【００１７】
化学的エッチングまた機械的な摩擦の前後におけるペロブスカイト型構造セラミック粒子
の比表面積の変化率は、１．５～３．０倍となることが望ましい。そして、このような化
学的エッチングまた機械的な摩擦の後におけるペロブスカイト型構造セラミック粒子の表
面のＡ／Ｂ比は、少なくとも粒径の５％までの深さにおいて、中心のＡ／Ｂ比より５／１
０００以上小さいことが好ましい。
【００１８】
このようなペロブスカイト型構造セラミック粒子では、その表面におけるＡ元素の溶出に
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より、添加物の化学的な吸着が促進され、また表面状態が凸凹になることによつて物理的
な吸着がより良好となる。これによって、より強固に添加剤成分をコーティングすること
が可能となり、コーティング層の剥離強度が向上する。このため、乾燥過程等での添加物
成分の分散悪化を防ぐことが出来、分散性が改善される。
【００１９】
【実施例】
次に、本発明の実施例について、具体的数値をあげて詳細に説明する。
（実施例１）
チタン酸バリウムを主原料としたＢ特性積層セラミックコンデンサによる実施例１とその
比較例１について説明する。
まず、主成分原料成分粉末として、純度９９％以上のＢａＴｉＯ３ 　 を用いた。この主原
料成分粉末と３φジルコニアビーズとをボールミルに投入し、これに２．０ｗｔ％の硝酸
塩水溶液を添加し、ｌ０分間撹拌し、その後乾燥した。また比較例として、硝酸塩水溶液
を添加せず、ＢａＴｉＯ３ 　 を純水でｌ０分間撹伴し、その後乾燥した。
ＢａＴｉＯ３ 　 の撹拌前後の比表面積を表１に示す。これより硝酸エッチング処理した実
施例１におけるＢａＴｉＯ３ 　 比表面積は、処理する前の２．４倍になったことが分かる
。他方、硝酸塩水溶液を添加せず、純水で分散した比較例１におけるＢａＴｉＯ３ 　 の比
表面積は、ほとんど変化していなかった。
【００２０】
また、これらのＢａＴｉＯ３ 　 粒子の表面と中心部のＡ／Ｂ比を透過電子顕微鏡とＥＤＳ
によって調べた。ここで粒子の中心部とは輪切りにしたＢａＴｉＯ３ 　 粒子のほぼ中心付
近のことであり、表面とは輪切りにしたＢａＴｉＯ３ 　 の粒子表面から約ｌ０ｎｍ（粒径
の約５％）までの深さの部分を言う。このようにして測定したＢａＴｉＯ３ 　 粒子表面と
中心部のＡ／Ｂ比の差を表１に示す。
【００２１】
硝酸でエッチング処理した実施例１におけるＢａＴｉＯ３ 　 粒子では、その表面のＡ／Ｂ
比が中心部のＡ／Ｂ比よりｍｏｌ比で６／１０００だけ小さい、すなわちそれだけ粒子表
面におけるＡ元素の密度が粒子内部に比べて小さく、Ａ元素が希薄となっていることが分
かった。他方、硝酸でエッチング処理しなかった比較例１におけるＢａＴｉＯ３ 　 粒子で
は、表面と中心部でＡ／Ｂ比の差は殆ど認められなかつた。撹拌前後の比表面積を表１に
示す。
【００２２】
【表１】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【００２３】
次にこれらのセラミックスラリをそれぞれボールミルで撹拌した後、酢酸Ｍｇ、酢酸Ｍｎ
、酢酸Ｃａを溶かした溶液をボールミル中のセラミックスラリに投入し、さらにこのセラ
ミックスラリを３時間撹拌した。撹拌終了後、セラミックスラリ中にアンモニアを添加し
、ｐＨの調整を行つた。このようにして作成したセラミックスラリの溶出成分をＩＣＰ（
Ｉｎｄｕｃｔｉｖｅｌｙ　Ｃｏｕｐｌｅｄ
Ｐｌａｓｍａ）にて分析した結果を表２に示す。
【００２４】
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【表２】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【００２５】
この結果、実施例１及び比較例１の何れにおいても、セラミックスラリ中の添加成分の溶
出はほとんど検出されず、添加成分が主原料成分であるＢａＴｉＯ３ 　 粒子の表面にほぼ
完全にコーティングされていることが分かる。
次にこのようにして作成したセラミックスラリをスプレ乾燥機で乾燥した。乾燥して得ら
れたセラミック粉末における添加物成分の分散をＥＰＭＡ（Ｅｌｅｃｔｒｉｃ　Ｐｒｏｂ
ｅ　Ｍｉｃｒｏ　Ａｎａｌｙｓｉｓ）カラーマッピングを用いて調ペた結果を表２に示す
。この表２に示されたように、硝酸溶液中で分散した実施例１におけるセラミック粉末で
は、良好な分散状態が得られた。これに対し、比較例１におけるセラミック粉末では、添
加物成分の偏析が確認され、分散状態は不良であった。
【００２６】
これには、次のような原因が考えられる。実施例１の場合も比較例１の場合も、添加成分
がセラミックスラリ中では添加成分がＢａＴｉＯ３ 　 の表面に完全に吸着していた。しか
し、純水中で分散した比較例１におけるセラミック粉末は、熱を加えられて乾燥する過程
において、アンモニアの蒸発によりｐＨが変化し、コーティング成分が溶出し、添加物成
分の分散が悪化したものと思われる。一方硝酸中で分散した実施例１におけるセラミック
粉末は、ＢａＴｉＯ３ 　 粒子の表面は酸で侵されているため、その表面が凸凹となつて表
面活性が上がり、物理的吸着が促進されていることによるものと推測される。加えて、Ｂ
ａＴｉＯ３ 　 粒子の表面のＡ元素が希薄になっていることから、化学的吸着が促進され、
結果的に強固なコーティングが可能となったと考えられる。これにより、乾燥過程でのｐ
Ｈの変化によらず、コーティング層が剥離しないため、分散が良好だったと推測される。
【００２７】
（実施例２）
次に機械的なセラミック粉末の粉砕の効果を確認するための実施例２とその比較例２につ
いて説明する。
前記と同様にして、主成分原料成分粉末として、純度９９％以上のＢａＴｉＯ３ 　 を用い
、この主原料成分粉末と３φジルコニアビーズとをボールミルに投入し純水中でｌ０時間
撹拌し、その後乾燥した。他方、これと比較するため、比較例２として、ジルコニアビー
ズを使用せずに、純水中にＢａＴｉＯ３ 　 を投入し、同じ時間撹拌し、その後乾燥した。
【００２８】
ＢａＴｉＯ３ 　 の撹拌前後の比表面積を表３に示す。これよりジルコニアビーズと共にボ
ールミルで撹拌した実施例２におけるＢａＴｉＯ３ 　 比表面積は、処理する前の２．６倍
になつたことが分かる。他方、ジルコニアビーズを使用せずに、水だけで分散した比較例
２におけるＢａＴｉＯ３ 　 の比表面積は、ほとんど変化していなかった。
【００２９】
また、前述の実施例１と同様にして、これらのＢａＴｉＯ３ 　 粒子の表面と内部のＡ／Ｂ
比を透過電子顕微鏡とＥＤＳによって調べた。ジルコニアビーズと共にボールミルで撹拌
した実施例２におけるＢａＴｉＯ３ 　 粒子は、その表面が中心部よりｍｏｌ比で７／１０
００だけＡ／Ｂ比が小さくなっており、粒子表面におけるＡ元素の密度が粒子内部に比べ
て小さく、Ａ元素が希薄となっていることが分かった。他方、ジルコニアビーズを使用せ
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ずに、水だけで分散した比較例２におけるＢａＴｉＯ３ 　 粒子では、表面と中心部でＡ／
Ｂ比の差は殆ど認められなかつた。撹拌前後の比表面積を表３に示す。
【００３０】
【表３】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【００３１】
次にこれらのセラミックスラリに酢酸Ｍｇ、酢酸Ｍｎ、酢酸Ｃａを溶かした溶液を投入し
、さらにこのセラミックスラリをボールミル中で３時間撹拌した。撹拌終了後、セラミッ
クスラリ中にアンモニアを添加し、ｐＨの調整を行つた。このようにして作製したセラミ
ックスラリの溶出成分をＩＣＰにて分析した結果を表４に示す。
【００３２】
この結果、実施例２及び比較例２の何れにおいても、セラミックスラリ中の添加成分の溶
出はほとんど検出されず、添加成分が主原料成分であるＢａＴｉＯ３ 　 粒子の表面にほぼ
完全にコーティングされていることが分かる。
次にこのようにして作成したセラミックスラリをスプレ乾燥機で乾燥した。乾燥して得ら
れたセラミック粉末における添加物成分の分散をＥＰＭＡカラーマッピングを用いて調べ
た結果、表４に示すように、ジルコニアビーズを用いて分散した実施例２におけるセラミ
ック粉末では、良好な分散状態が得られた。これに対し、比較例２におけるセラミック粉
末では、添加物成分の偏析が確認され、分散状態は不良であった。
【００３３】
【表４】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【００３４】
この原因は、予めジルコニアビーズでＢａＴｉＯ３ 　 を撹拌しなかった比較例２における
セラミック粉末は、熱を加えられて乾燥する過程において、アンモニアの蒸発によりｐＨ
が変化し、コーティング成分が溶出し、分散が悪化したものと思われる。一方、予めジル
コニアビーズでＢａＴｉＯ３ 　 を撹拌した実施例２におけるセラミック粉末は、機械的粉
砕によりＢａＴｉＯ３ 　 粒子の表面からＡ元素が溶出し、その表面が凸凹となつて表面活
性が上がり、物理的吸着が促進されていることによるものと推測される。加えて、ＢａＴ
ｉＯ３ 　 粒子の表面のＡ元素が希薄になっていることから、化学的吸着が促進され、結果
的に強固なコーティングが可能となったと考えられる。これにより、乾燥過程でのｐＨの
変化によらず、コーティング層が剥離しないため、分散が良好だったと推測される。
【００３５】
（実施例３）
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次にセラミック粒子の表面改質の効果を確認するための実施例３～５とその比較例３、４
について説明する。
まず硝酸の濃度を変えることで、表５に示すように、主原料であるＢａＴｉＯ３ 　 粒子の
比表面積と、その表面のＡ元素の濃度を変化させたものを作製し、これからセラミックス
ラリを得た。これらＢａＴｉＯ３ 　 のセラミックスラリ粉末を、３φジルコニアビーズと
共にボールミルに投入し、このセラミックスラリに酢酸Ｍｇ、酢酸Ｍｎ、酢酸Ｃａを溶か
した溶液を添加した後、ボールミルで３時間撹拌した。撹拌終了後、アンモニアを添加し
、セラミックスラリのｐＨを調整した。
【００３６】
【表５】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【００３７】
このようにして作製したセラミックスラリの溶出成分をＩＣＰにて分析した結果を表６に
示す。この表６から、どの場合も添加成分の溶出はほとんど検出されず、添加成分がほぼ
完全にコーティングされていることが分かる。
次にこのようにして作成したセラミックスラリをスプレ乾燥機で乾燥した。乾燥後のセラ
ミック粉末における添加物成分の分散をＥＰＭＡカラーマッピングを用いて調べた結果を
表６に示す。また、撹拌前後のＢａＴｉＯ３ 　 の比表面積、その比及び得られたＢａＴｉ
Ｏ３ 　 粒子末の表面と中心部とのＡ／Ｂ比を前記の表５に示した。
【００３８】
【表６】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【００３９】
比表面積の増加が１．２倍で、ＢａＴｉＯ３ 　 粒子の表面のＡ／Ｂ比が中心部に比べて３
／ｌ０００だけ小さな比較例３は、添加物成分の分散性が悪かった。しかし比表面積の増
加が１．５倍以上で、ＢａＴｉＯ３ 　 粒子の表面のＡ／Ｂ比が中心部に比べて５／ｌ００
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０以上小さい実施例３では、添加物成分の分散性が良好だった。
【００４０】
またこのセラミック粉末から作られた積層セラミックコンデンサの電気特性を表６に示す
。主原料の比表面積が３．３倍の比較例４では、電気特性が悪化した。この電気特性には
、ＢａＴｉＯ３ 　 粒子のＡ／Ｂ比は大きく影響を及ぼさないと思われることから、表面の
Ａ／Ｂ比が中心部に比べて１０／１０００以上小さくても、比表面積の増加を伴わなけれ
ば電気特性は満足できると考えられる。
【００４１】
以上の結果より主原料の表面改質を行う上で、主原料の比表面積の割合が１．５～３．０
倍であることが望ましいことが分かる。またこの時のＢａＴｉＯ３ 　 粒の表面のＡ／Ｂ比
は中心部に比べて５／１０００ｍ以上で小さいことが望ましいことが分かる。
以上のように主原料表面を酸または機械的粉砕により凸凹にすることで、コーティング層
の剥離強度が高まり分散を向上させることが出来た。
【００４２】
以上の実施例は、何れもＢａＴｉＯ３ 　 を用いた積層セラミックコンデンサ用セラミック
粉末について説明したが、本発明はＢａＴｉＯ３ 　 を用いた積層セラミックコンデンサ用
セラミック粉末に限定されるのではなく、他にも例えばＰｂＴｉＯ３ 　 、ＰｂＺｒＯ３ 　

、ＹＦｅＯ３ 　 のように、ＡＢＯ３ 　 で表されるペロブスカイト型構造を持った粒子を主
原料とし、高分散が求められるあらゆる電子部品、機能部品等に用いられるセラミック粉
末とその製造においても同様の効果がある。
【００４３】
【発明の効果】
以上説明した通り、本発明によるセラミック粉末では、ＡＢＯ３ 　 で表されるペロブスカ
イト型構造セラミック粒子の表面の内部に比べてＡ元素の密度が小さく、Ａ元素が希薄に
なっていることにより、添加物の化学的な吸着が促進され、また表面状態が凸凹になるこ
とによつて物理的な吸着がより良好となる。これによって、より強固なコーティングが可
能となり、コーティング層の剥離強度が上昇するため、乾燥過程等での添加物成分の分散
悪化を防ぐことが出来、分散性が改善される。これにより、ＡＢＯ３ 　 で表されるペロブ
スカイト型構造セラミック粒子に対する添加物成分の均一な分散性が得られる。
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